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最新問題: 1
顧客は CX 6300スイッチのデバイスプロファイルを評価しています。テストデバイスには次の
属性があります。

* MACアドレス=81:cd:93:13:ab:31
テストデバイスには「lot-prod」ロールを割り当てる必要があり、さらにインターフェイス 1/1/1に

接続されている他のデバイスには「lot-default」ロールを適用する必要があります。これは、テスト

用の外部認証サーバー。

構成例を考えると、このテスト要件を満たすには何が必要でしょうか?
A.インターフェイス 1/1/1に対してコマンド「pot-access device-profile mode block-until-profile-

applied」を入力します。
B.コマンド「port-access fallback-role Lot-default global」を入力します。
C.コマンド「port-access onboarding-method precedence」を入力して、デバイスプロファイルの

優先順位を低く設定します。

D.コマンド「port-access device-profile mode block-until-profile-applied」をグローバルに入力しま

す。

Answer: B (メーッセージを残す)
フォールバックロールは、指定されたロールがない場合、または認証サーバーが使用できない場

合に、デフォルトのロールとして使用されます。MACアドレス 81:cd:93:13:ab:31のテストデバ
イスを「iot-prod」に割り当て、その他のデバイスを「iot-default」に割り当てる必要があるシナリオ

で、外部認証サーバーが存在しないことを考慮すると、テスト用に構成されている場合、適切なア

クションは、ネットワークに接続しているすべてのデバイスに適用されるグローバルフォール

バックロールを設定することです。これにより、特定のデバイスプロファイルに一致しないデバ
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イスは必ず「iot-default」ロールを継承します。「iot-prod」ロールに関連付ける特定の MACアドレス

(81:cd:93:xx:xx:xx)の構成がすでに設定されているため、フォールバックロールをグローバルに
設定すると、他のデバイスの要件に対応できます。

最新問題: 2
大学キャンパスの無線管理者は、学生が屋外で作業しているときに接続の問題が発生するという

報告をまとめています。

上記の設定を確認すると、ベストプラクティスに合わせるために変更を監視する必要があります

か?
A. 802 11rを無効にします。



B. 802 11kを無効にします。
C. 5Gnz TX電力範囲の最小/最大を増加します。
D. 5 GHzのワイヤレスカバレッジをアグレッシブに調整します。
Answer: C (メーッセージを残す)
学生が屋外で作業している場合の接続の問題に対処するには、5GHz無線の送信 (TX)出力範囲を
拡大すると、信号強度とカバレッジが向上します。示されている設定は、電力設定に対する保守的

なアプローチを示しているため、屋外エリアに十分なカバレッジを提供できない可能性がありま

す。出力範囲を増やすことで、ワイヤレス信号の到達範囲を拡張でき、屋外のワイヤレスカバレッ

ジのベストプラクティスと一致します。

最新問題: 3
ACME企業の従業員が、オフィス環境内を移動中に最近品質の悪い VoIP通話について苦情を言
いました。HPE Aruba Networking Centralはこの通話について妥当な UCCスコアを報告しまし
たが、VoIPエンジニアはシステムの MOSが 2,3であると報告しました。VoIPデバイスは 5GHz
周波数帯域で動作しています。

考えられる要因は何ですか? (2つ選択してください。)
A.カバレッジ AP導入計画は通常、VoIPの十分なセルオーバーラップをサポートしていません。
B. 802.trはWLANセキュリティ設定で有効になっています。
C.発信者の場所で局所的な干渉が発生しました
D. 802.1KはWLANセキュリティ設定で無効になっています
E.クライアントは Zigbeeを継続的に動作させるエリアにローミングしました。
Answer: A,E (メーッセージを残す)
AP導入計画におけるセルの重複が不十分であると、VoIPの品質が悪影響を受ける可能性があり
ます。これにより、ユーザーが移動するときに AP間のハンドオフが低下する可能性があります。
これにより、VoIPエクスペリエンスが低下します。さらに、継続的に Zigbee動作が行われている
エリアにローミングすると、5GHz周波数帯域との干渉が発生し、VoIP通話品質がさらに低下す
る可能性があります。VoIPエンジニアの報告によれば、Zigbee通信プロトコルはWi-Fiと同じ周
波数帯域で動作するため、ノイズや干渉が発生し、MOSスコアの低下につながる可能性がありま
す。

最新問題: 4
展示する。
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CX 6300からの次の CLI出力を考慮すると、正しいのはどれですか?



A. RD 172.16.10.1を備えた CXスイッチにはアクティブなファブリッククライアントがありま
せん

B. IPアドレス 10.203 1.100の有線クライアントは、ループバック IPアドレス 172.21.11.2の
ファブリック内のリモート CX 6300上にあります。
C. IPアドレス 10 203 1 100の有線クライアントには、適切にアドバタイズされていないホスト
ルートがあります。

D.オーバーレイループバックアドレスは、2ビットサブネットマスクを使用してフェアリーで
アドバタイズされます。

Answer: B (メーッセージを残す)
提供される CLI出力には、CX 6300スイッチからのルーティング情報が表示されます。「VRF:デ

フォルト」の下の出力には、ネクストホップ 172.21.11.2の 10.203.1.100/32のルートを含む、さ

まざまな IPルートが表示されます。これは、IPアドレス 10.203.1.100を持つクライアントへの
ルートがネットワーク内で既知であり、ループバック IPアドレス 172.21.11.2を持つファブリッ
ク内の別のデバイス経由で到達可能であることを示します。ルートがルーティングテーブルに存

在するということは、クライアントが既知であり、ファブリックネットワーク内でアクティブで

あることを意味します。

最新問題: 5
お客様は、ITヘルプデスクが、他のデバイスが使用できない固有の PSKを使用して単一の SSID
に接続するように LOTデバイスを設定できるようにしたいと考えています。どの解決策をお勧め
しますか?
A. MAC認証を使用した MPSK AES
B. MPSKローカル
C.クラウド認証を使用した MPSK AES
D. ClearPassを使用した MPSK AES
Answer: (解答を表示する)
ClearPassを使用したマルチ事前共有キー (MPSK)は、ITヘルプデスクが固有の PSKを使用し
て単一の SSIDに接続するように IoTデバイスを構成する必要があるシナリオに推奨されるソ
リューションです。MPSKを使用すると、同じ SSID上で異なる PSKを使用でき、ClearPassを
使用すると、これらの一意のキーを効率的に管理できます。

最新問題: 6
顧客は、単一サイトに 3つのコントローラで構成される AOS 10モビリティゲートウェイクラ
スタを導入しました。WLANは、ワイヤレスデバイストラフィックを AOS 10モビリティクラ
スタにトンネリングするように設定されています。クライアントは、WPA3-Enterprise (opmode
wpa3-aes-ccm)を使用して ClearPassによって認証されます。-128)。セキュリティチーム
は、ClearPassを使用してワイヤレスデバイスに再認証を強制する機能を要求しました。
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ゲートウェイフェールオーバーシナリオ中も含めて、ClearPassが AOS 10モビリティクラス
タに対する認証の変更を一貫して開始できるようにするには、どの手順が必要ですか? (2つ選択
してください)
A.高可用性 -クラスター構成でクラスターモードを自動サイトに設定します。
B.WLAN - SSID - VLAN -モード設定を変更します
C.高可用性 -クラスター構成で手動クラスター構成を有効にします。
D.高可用性 -クラスター構成で動的認証 CoAを有効にします。
E. [セキュリティ] - [詳細] - [RADIUSクライアント]で NAS IPv4アドレスを変更します。
Answer: D,E (メーッセージを残す)
ClearPassが一貫して認可変更 (CoA)を開始できるようにするには、動的認可を有効にして
RADIUS CoAメッセージを処理できるようにすることが重要です。通常、この設定は高可用性ク
ラスター構成に該当し、ゲートウェイのフェールオーバー後も確実に維持されます。さら

に、RADIUS通信に正しい IPアドレスが使用されるように、RADIUSクライアント設定で NAS
IPアドレスを構成する必要があります。これは CoAが正しく機能するために必要です。

最新問題: 7
SSIDに対して 1024 kbpsdownと 2048 Kops upの正しい Banawidth Controlが表示されるオプ
ションはどれですか?
A.

B.

C.
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D.

Answer: D (メーッセージを残す)
SSIDのダウン 1024 Kbpsとアップ 2048 Kbpsの正しい帯域幅制御設定がオプション Dに示さ
れています。オプション Dでは、ダウンストリームは 1024 Kbps、アップストリームは 2048
Kbpsに設定され、両方ともユーザーごとに設定され、要求された設定と一致します。。この設定
により、SSIDに接続したときに各ユーザーに指定されたレートの帯域幅割り当てが保証され、制
御された予測可能なユーザーエクスペリエンスが提供されます。

最新問題: 8
顧客はネットワークセグメント内の IPアドレスを使い果たしています。同じ VLANに追加の IP
サブネットを追加するとどうなりますか?
A. 2つのサブネットが勝ったブロードキャストは、同じ VLAN内のすべてのポートに到着します
B. IGMPは同じ VLAN内の両方のサブネットでは機能しません
C.これにより、2つのサブインターフェイスを使用する 1つの SVIが生成されます。
D.ユーザーは、同じ VLAN内の L3ポイントを通過せずに相互に連絡し、PTPトラフィックを確
立できます。

Answer: D (メーッセージを残す)
同じ VLANに追加の IPサブネットを追加すると、いずれかのサブネットで構成されたデバイス
がルーティングを必要とせずにレイヤー 2で通信できるようになります。これは、それらが同じ
VLAN上にあるため、同じブロードキャストドメイン内にあるためです。ただし、サブネット間で
通信するには、L3デバイスまたは VLAN間ルーティングが必要になります。

最新問題: 9
Windowsデバイスが 802.1Xネットワークに接続しようとしましたが、正しい役割を受け取りま
せん。TEAPは ClearPassの唯一の認証方法として設定されています。ワイヤレス設定は正しい
です。

展示する。
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私はおそらく何が原因でしょうか？

A.Windowsデバイスには 10個の TEAPが構成されている必要があります。
B. ClearPassには 2番目の認証方法が必要です。
C. 802.1XはWindowsデバイスの TEAPと互換性がありません
D.Windowsデバイスではマシン認証のみを構成する必要があります
Answer: A (メーッセージを残す)
この問題は、Windowsデバイスが ClearPass構成で指定されている TEAP (Tunneled Extensible
Authentication Protocol)を使用するように構成されていないことが原因である可能性がありま
す。TEAPは、安全な認証のための内部 EAPメソッドをカプセル化する EAPメソッドで
す。ClearPassを使用してネットワーク上で正常に認証するには、Windowsデバイスのネット
ワーク設定で TEAPが有効になっており、正しく構成されている必要があります。

最新問題: 10
フルセットアップ方法を使用して 3つの新しい AOS 10ゲートウェイを同じセントラルグルー
プにオンボードした後、顧客はパスワードが間違っているため、HPE Aruba Networking Centralリ
モートコンソールを使用してゲートウェイの 1つにログインできません。
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A.フルセットアップを使用して作成された管理者パスワードが、グローバル Central管理者パス
ワードと一致しません。

B.セットアップの実行プロセス中に作成された管理者パスワードは、リモートコンソールアク
セスを許可するように構成されていません

C.完全セットアッププロセス中に作成された管理者パスワードが、Centralグループの管理者パ
スワードと一致しません。

D. Centralグループレベルで作成された管理者パスワードの有効期限が切れています
Answer: C (メーッセージを残す)
集中管理システムにデバイスをオンボードする場合、オンボードプロセス中に各デバイスに個別

の管理者パスワードを設定できます。このパスワードが中央管理プラットフォームのグループレ

ベルで期待されるものと一致しない場合、前述のようなログインの問題が発生する可能性があり

ます。

最新問題: 11
顧客は CX 6300スイッチのデバイスプロファイルを評価しています。テストデバイスには次の
属性があります。

* MACアドレス = 81:cd:93:13:ab:31
* LLDP sys-desc = iotcontroller
テストデバイスは「lot-dev」ロールに割り当てられていますが、顧客は「lot-prod」ロールを適用す

ることを要求しています。

構成を考えると、「iot-dev」ロールがデバイスに適用される原因は何ですか?

A.テストデバイスは CDPをサポートしていません。
B.デバイスプロファイルの優先順位が設定されていません。
C.外部 RADIUSサーバーに到達できません。
D. LLDPシステムの説明は、IIdpグループ構成と一致します。
Answer: D (メーッセージを残す)
デバイスプロファイル設定では、デバイスの役割は、MACアドレス、LLDPシステムの説明、CDP
情報などの属性を定義された条件と照合することによって決定されることがよくあります。テス

トデバイスには、LLDPシステムの説明が「iot-dev」ロールに関連付けられている「iot-lldp」グルー

プ構成と一致するため、「iot-dev」ロールが割り当てられています。

最新問題: 12
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ネットワーク管理者は HPE Aruba Networking Centralにアクセスし、訪問者が外部サービスにア
クセスするときにインターネット帯域幅を消費しすぎて従業員のトラフィックが枯渇しているこ

とに気付きました。そのため、管理者は、無線帯域幅を音声担当のすべてのユーザー間で両方向で

60 Mopsに制限し、10 Mops以下に制限したいと考えています。YouTubeトラフィックを両方向
にモップします。ディープパケットインスペクション、Webコンテンツ分類、およびファイア
ウォールの可視化が有効になります。

このタスクを実行するにはどの構成が必要ですか? (2つ選択してください。)
A.

B.

C.

D.
Answer: (解答を表示する)
ネットワーク管理者が設定した帯域幅制限を達成するには、アプリケーションごとの制限と合計

制限の両方を構成する必要があります。オプション Bは、アプリケーションごとの帯域幅制限を
設定するための構成を示しています。これにより、YouTubeトラフィックを両方向で 10 Mbpsに
制限できます。オプション Dは、音声ロール内のすべてのユーザーの合計帯域幅制限を 50000
Kbps (または 50 Mbps)に設定し、合計ワイヤレス帯域幅を制限する要件を満たす構成を示して
います。これらの構成を HPE Aruba Networking Centralに適用することで、管理者は必要な制御
を適切に実装して、訪問者のトラフィックが従業員のトラフィックのネットワークパフォーマン

スを妨げないようにするとともに、Arubaソリューションの機能に合わせてネットワークリソー
スを効果的に管理および優先順位付けすることができます。
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最新問題: 13
最近、ClearPassを認証サーバーとして HPE Aruba Networking Centralグループに追加しまし
た。

ローカルユーザーロール (LUR)を使用した RADIUS認証は正常に機能しますが、同じアクセス
ポイントではダウンロード可能なユーザーロール (DUR)を使用できません。
DURの問題を解決するには、この構成の何を修正する必要がありますか?
A. ClearPassに「WEBAUTH」タイプの新しい施行ポリシーを追加し、それを ClearPass上のマッ

チングサービスに関連付けます。

B. ClearPassの [デバイス]タブにネットワークアクセスデバイス (NAD)の正しい IPアドレス
または IPサブネットを追加します。
C.「crypto pki-import pem serverCert」コマンドを使用して、APの期限切れのデジタル証明書を置

き換えます。

D. HPEAruba Networking Centralの認証サーバー設定に「CPPMユーザー名」と「CPPMパスワー

ド」の正しい値を追加します。

Answer: B (メーッセージを残す)
ダウンロード可能なユーザーロール (DUR)が ClearPassで正しく機能するには、ネットワーク
アクセスデバイス (NAD)が ClearPassの [デバイス]タブで正しく定義されている必要がありま
す。これにより、ClearPassが NADを識別して通信し、適切なユーザーロールを提供できるよう
になります。NADが正しく定義されていない場合、ClearPassは適用のためにアクセスポイント
に DURを提供できません。これは、高度な役割ベースのアクセス制御のために ClearPassをネッ
トワークデバイスと統合するために必要な一般的な構成手順です。

最新問題: 14
有線ネットワークに接続している顧客の従業員は、ユーザーエクスペリエンスが劣悪であると不

満を抱いています。顧客は社内に UXIセンサーを導入しています。これらのセンサーは数か月間
稼働し続けています。

彼らは、有線ネットワーク (各センサーの有線インターフェイスを使用)と無線ネットワークの両
方をテストしています。

顧客は、UXIダッシュボードを使用して、ユーザーエクスペリエンスが悪い理由を調べて詳細を
調べました。顧客は、UXIダッシュボードを使用してセンサーからダウンロードされたパケット
キャプチャを確認するように依頼しました。

UXIセンサーからダウンロードした zipファイルから「datagrams」.pcapファイルをチェックしま

したが、問題は見つかりませんでした。これはどのように説明できますか?
A.「datagrams-pcapファイルには、成功したテストのみが含まれています。失敗したテストは、
「データグラム失敗」.pcapファイル

B. UXIセンサーは最新のテスト結果をクラウドにアップロードできなかったため、パケットキャ
プチャが古くなっています

C.物理イーサネットインターフェイスでキャプチャされたデータグラムは、別の .pcapファイル
内にあります。
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D.パケットキャプチャのデフォルトのファイラーでは、センサーによる追跡テストのキャプチャ
が許可されていません

Answer: A (メーッセージを残す)
トラブルシューティングを容易にするために、成功したテスト結果と失敗したテスト結果を異な

るファイルに分割するのが一般的です。「datagrams.pcap」ファイルに問題がない場合、そのファ

イルには成功したテストデータのみが含まれており、ユーザーエクスペリエンスの低下を説明す

る失敗したテストは別のファイルにある可能性があります。

「データグラム失敗.pcap」

最新問題: 15
各グループベースポリシー (GBP)の役割の説明をそれぞれの役割 IDと照合します。

Answer:

Explanation:
デフォルト GBPロール =GBPロール ID = 0インフラストラクチャ GBPロール =GBPロール ID
= 2ユーザー定義 GBPロール =GBPロール ID = <100-8191>

最新問題: 16
顧客のインフラストラクチャは、ベストプラクティスに基づいて SSIDプロファイルでプライマ
リゲートウェイクラスタとセカンダリゲートウェイクラスタの両方を使用するように設定され

ています。120個の APをプライマリゲートウェイクラスタとセカンダリゲートウェイクラス
タに均等に分割しているのはなぜですか?
A.プライマリゲートウェイクラスターは、6つのノードを持つ異種クラスターです。
B.プライマリゲートウェイクラスタとセカンダリゲートウェイクラスタが起動しています。ク
ラスターのプリエンプションが有効になっている

C.セカンダリゲートウェイクラスターは、6つのノードを持つ同種クラスターです。
D.プライマリゲートウェイクラスタとセカンダリゲートウェイクラスタが起動しています。た
だし、クラスターのプリエンプションは有効になっていません

Answer: D (メーッセージを残す)
クラスターのプリエンプションが有効になっていない場合、アクセスポイント (AP)は、セカンダ
リにフェイルオーバーした後にプライマリゲートウェイクラスターが再び起動しても、自動的に
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プライマリゲートウェイクラスターにフェイルバックしません。これにより、両方のクラスター

が動作している場合、プライマリクラスターとセカンダリクラスター間で APが均等に分割され
ます。プリエンプションがないと、APがプライマリクラスターに自動的に再バランスされず、現
在の分散が行われます。

有効な HPE7-A07問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい HPE7-A07試験問題
集！ GoShiken.comが最新の HPE7-A07試験問題集を提供しています。GoShiken.com
HPE7-A07試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の GoShiken.com HPE7-A07問
題集をゲットする人はこちら: https://www.goshiken.com/HP/HPE7-A07-mondaishu.html

(7030%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
展示する。

音声クライアントが初めて接続を試行したが、RADIUSサーバーが利用できない場合、どのユー
ザーロールが割り当てられますか?
A. CRITICAL_AUTH
B. DEFAULT_AUTH
C. CRIT1CAL_V0ICE
D. PRE_AUTH
Answer: C (メーッセージを残す)
インターフェイス 1/1/7に提供されている設定には、認証に関するさまざまなシナリオに対して
指定されたロールがあります。音声クライアントが接続を試行し、RADIUSサーバーに到達でき
ない場合、割り当てられる役割は「critical-voice-role」として指定された役割です。この場合、

「CRITICAL_VOICE」ロールは、そのような状況で割り当てられるように構成されてお

り、RADIUSサーバーが音声クライアントを認証できない場合でも、音声クライアントが適切な
ネットワークアクセス許可を確実に受け取ります。

最新問題: 18
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展示する。

ゲートウェイを最新のファームウェアに更新しましたが、ファームウェアを更新した後、ゲート

ウェイは HPE Aruba Networking Centralに接続できなくなりました。企業の ITIL手順では、バッ
クアウト計画を実行する必要があります。コンソールケーブルをゲートウェイに接続すると、次

のプロンプトが表示されます。

Cpxload#
以前のファームウェアバージョンに戻すには、次のコマンドをどの順序で実行する必要がありま

すか?

Answer:

Explanation:
アップデートが失敗した後に以前のファームウェアバージョンに戻る手順は、通常次のとおりで

す。

任意のキーを押して自動ブートを停止します (これにより、システムが現在の問題のあるファー
ムウェアで自動的に起動することがなくなります。) def_part 1 (このコマンドは、デフォルトの
ブートパーティションを設定します。これは、以前の動作していたファームウェアが配置されて

いる可能性があります。) bootf(このコマンドは、指定されたフラッシュパーティションから起動
します。2番目のステップの後は、以前のファームウェアになります。) osinfo(システムの起動後、
このコマンドを使用して、ゲートウェイで現在実行されているファームウェアのバージョンを確

認できます。)



最新問題: 19
展示する。

H1から送信された ARPトラフィックに対して期待される動作は何ですか?
A. A2は ARPトラフィックをドロップします。
B. A2はポート 1/1/1～ 1/1/4から ARPトラフィックを送信します。
C. A2は、ARPトラフィックをすべてのインターフェイスからフラッディングします。
D. A2はポート 1/1/1および 1/1/3から ARPトラフィックを送信します。
Answer: C (メーッセージを残す)
VXLAN環境では、スイッチ A2によって学習された特定の宛先 MACアドレスを持たない H1か
らの ARPリクエストなどの未知のユニキャストトラフィックが、すべてのインターフェイスか
らフラッディングされます。このフラッディング動作が必要なのは、A2が ARP要求が目的の宛
先 (いずれかのインターフェイス上にある可能性がある)に確実に到達する必要があるためです。
これは、宛先ハードウェアアドレスが不明な場合に ARPトラフィックを処理するスイッチの標
準動作の一部です。

最新問題: 20
キャンパストポロジでは、コアトポロジが折りたたまれた VSXを使用します。顧客は冗長 SFP
+トランシーバを追加し、モビリティゲートウェイを単一リンクから集約リンクに再構成しまし
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た。モビリティゲートウェイクラスタの 1つのリンクアグリゲーション設定の CLI出力を確認
するように求められます。以下メンバー。

有効な構成とは何ですか?

A.

B.

C.



D.
Answer: A (メーッセージを残す)
オプション Aに示されている構成は、マルチシャーシリンクアグリゲーション (MC-LAG)セッ
トアップの有効な構成です。これは、高速な LACP PDU交換による LACP (リンクアグリゲー
ションコントロールプロトコル)の使用を指定します。これは、復元力と高スループットのリン
クアグリゲーションの作成に適しています。「vlan train allowed all」コマンドは、トランク全体の

すべての VLANを許可し、「vlanトランクネイティブ 100」は、VLAN 100をタグなしトラフィッ

クのネイティブ VLANとして設定します。

最新問題: 21
展示する。
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ある大学は市内で独自のテレビ局を運営しています。IT部門は、帯域幅の消費を改善するために、
マルチキャストベースの通信を使用して、IPネットワーク経由でテレビ制作物をキャンパス全体
に送信できるようにマルチメディアサーバーを導入しています。PlMスパースモードと IGMP
スヌーピング機能が有効になっています。

ワイヤレスユーザーがマルチキャストグループに参加すると、同じWLANに接続しているすべ
てのユーザーのネットワークパフォーマンスが低下します。ただし、有線ユーザーはこのような

影響を受けません。トラブルシューティング中に、ネットワーク管理者は展示に示されているパ

ケットキャプチャを保存し、マルチキャストグループに参加していないユーザーも含めて、すべ

てのユーザーが低速で同じマルチキャストフローを受信していると結論付けました。

問題を解決するには、ネットワーク管理者はどの機能を有効にする必要がありますか?
A.動的マルチキャスト最適化とマルチキャスト送信最適化
B. UCC QoS補正とマルチキャスト送信の最適化
C. ARPブロードキャストからユニキャストおよびマルチキャスト送信への変換の最適化
D.動的マルチキャスト最適化と UCC QoS補正
Answer: A (メーッセージを残す)
動的マルチキャスト最適化 (DMO)とマルチキャスト送信最適化は、ワイヤレス環境におけるマル
チキャストトラフィックの問題の解決に役立つ機能です。DMOは、マルチキャストストリーム
を必要なクライアントへのユニキャストストリームに変換することにより、マルチキャストトラ
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フィックが無線で送信される方法を最適化します。これにより、マルチキャストグループに加入

していないクライアントの不必要なトラフィックが削減され、ネットワーク全体のパフォーマン

スが向上します。マルチキャスト送信の最適化は、マルチキャストフレームが最適な速度で送信

されるようにマルチキャストフレームの送信速度を調整し、すべてのユーザーがマルチキャスト

フローを低速で受信する問題に対処します。

最新問題: 22
ある大学は、L3で分離された東棟と西棟に分かれたいくつかの建物からなるキャンパスを所有し
ています。東棟には 1600の APがあります。西棟には 1200の Apsがあります。各ウィングに
は、HPE Aruba Networking Centralによって管理される単一のゲートウェイクラスターがありま
す。各クラスタには 1つの 7210モビリティゲートウェイが含まれます。ゲートウェイは DHCP
リレーを使用して設定され、すべてのクライアント VLANをルーティングします。新しいビジネ
スクリティカルな教員のリアルタイムアプリケーションでは、ユーザーは切断や遅延の増加なし

にウィング内ではなくウィング内をローミングする必要があります。

ベストプラクティスに合わせてパフォーマンスを低下させることなく要件を満たすために、ネッ

トワーク管理者はどのような変更を行う必要がありますか? (2つ選択してください。)
A.西ウィングの 7210モビリティゲートウェイを 7030モビリティゲートウェイのペアに置き
換えます。

B.単一の 7210モビリティゲートウェイを各クラスターに追加します。
C.ゲートウェイから DHCPリレーを削除し、代わりに DHCPサーバーを有効にします。
D.東ウイングの 7210モビリティゲートウェイをペアまたは 9012モビリティゲートウェイに
置き換えます。

E.すべての SSIDに対して L2を実行し、ゲートウェイのアップリンクでユーザーの VLANを許
可します。

Answer: (解答を表示する)
ウィング間ローミングなしでウィング内でのシームレスなローミングを必要とする、ビジネスク

リティカルな教員のリアルタイムアプリケーションをサポートするには、高可用性と十分な容量

を確保することが不可欠です。各クラスタに 7210モビリティゲートウェイを追加すると、必要
な冗長性と容量が提供されます。

すべての SSIDに対して L2を実行し、ゲートウェイアップリンクでユーザー VLANを許可する
と、L3セグメンテーションの問題が発生せずに必要なトラフィックフローが促進され、各ウィン
グ内でのシームレスなローミングがサポートされます。
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